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前号の『Aspects of Problems in Western Art History （東京芸術大学西洋美術史研究室紀要）』 （ vol. 

16, 2018年）では、シャルル＝ニコラ・コシャン（子）（1715–1790、以下、コシャン）によるジャン＝シメオン・
シャルダン（1699–1779）の評伝を（3）として訳出し解題を付した。以下は、続く同史料の翻訳である。晩
年のシャルダンの病気、パステル画制作、画家を志した息子の悲劇が語られ、1779年に歿したシャルダン
の才能への賛辞と追悼で結ばれる。註はすべて訳者によるもので、文中の訳者による補足は〔  〕内に記し
た1。

［翻訳］

王立アカデミーの財務官の職に就くことをシャルダン氏が受諾した時、信頼を得て会計係に昇格したはず
の管理人が引き起こした財政破綻のせいで 2、〔財政が〕混乱していることに気づいた。この管理人・会計係
であった人物は、死去するまでの一年の間に、国王が与えた年金を受け取って持ち去ってしまったのである。
しかしながら、シャルダン氏が講じた打開策と、マリニー侯が王立アカデミーに対して認めたいくつかの優
遇措置の助けによって、ようやくすべての問題に対処することができ、1774年までこの職務を務めた。だが、
その頃には、シャルダン氏、そしてそれ以上にシャルダン夫人が、きめ細やかで入念な仕事ぶりゆえに疲
弊してしまい、職を辞すことになった。
　王立アカデミーの参事を務めたコシャン氏とは、ルーヴルのギャルリーでの住居も近接しており、たゆみ
ない友人関係のおかげもあって王立アカデミーでの職務も務めることになった。二人は終生、親密な友情
で結ばれた。まさにコシャン氏への熱烈な友情ゆえに、シャルダン氏はひどく心を痛めるような対立にさら
されてしまった 3。
　亡くなる数年前から、彼は重篤な健康上の障害に見舞われ、油彩画の才を断念するか、少なくとも制作
の頻度をかなり減らすことを余儀なくさせられるほどであった4。それは、彼自身これまで思いもしなかった
絵画のジャンルであるパステルを試みた頃のことである。いつもの〔静物画や風俗画のような〕画題（genre）
にではなく、等身大の頭部習作を手がけるためにこの画材を使うことにした。若者や老人といった様々な
人物像を描いた作品をいくつか制作した。彼の知識、そして少なくとも見かけの上では大胆で自在に見える
手法（manière）によって、最大級の成功を収めた。見かけの上でと述べたのは、〔実際には〕この手法は
大変な熟考のたまものであり、この画家はなかなか満足することがなかったからである。これらの作品は、
どれほど彼が偉大さの感覚を持っていたか、そしてもし物語画に専念していたならばどのようであったかを
知らしめるものである。そして、ミケランジェロ・ダ・カラヴァッジョ 5が扱ったのと同じ角度から物語画を検
討していたならば、見事に成功を収めたであろうことは否定できないと私には思われる。
　さて、胸が張り裂けるような悲しみがシャルダン氏を襲った。息子を失ったことである6。シャルダン氏
は、絵画制作を学ばせ、そして自分自身が若い頃に受けられずに悔やんだラテン語、そしてその先にあって、
読むことでしか補うことのできなかった古典文学の知識を身につけさせて息子を育て、これらの古典学を修
めさせることを決してなおざりにしなかった。息子が技芸の実践を通じて、ある程度の栄誉にあずかれたら
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fig. 1 ジャン＝シメオン・シャルダン、《少年の肖像》 1777年、 
45×37.5cm、紙、パステル、ジュネーヴ、ジャン・ボナ・
コレクション
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と期待したのである。
　息子は、絵画賞を獲得することになった7。実のところ、あまりにもたいした苦労もなくして手に入れてし
まった。言い換えるならば、出来の悪すぎる作品だったのに与えられたということである。とは言え、これ
は不公平とは言えない。なぜなら、競争相手たちはさらに劣っていたからである。おそらく、彼はその年に
最高賞を受賞しないほうが良かっただろう。だが、父親というものが、息子の才能の真実に対して目をふさ
いでしまうのは仕方がない。そして一方、息子のほうもまた、父のシャルダン氏のように仲間たちから敬愛さ
れる美術家になりたいという願望を抱かずにはいられなかった。
　イタリアへ向けて出発した時も、シャルダン氏の息子はまだ目覚ましい進歩もなく不出来なままであった8。
しかし、帰国時には、父親が手がけたのとはいくらか異なるジャンル 9で重要な地位を築く必要があったが、
それでも父親の才能の核心の一部、つまり優れた色彩感覚、そして効果に対する知的な才能を受け継い
でいることを示していただけに、その価値はあった。だが、優柔不断のせいか絶え間ない移り気のせいか、
自己の才能を有効に引き出すことがまったくできなかった。その悪い癖は非難できなかった。彼には才気
と理性が備わってはいたが、風変わりな性格が災いしたのだった。パリにいた数年の間も、完成作と見な
せるような何がしかのものを人に披露することもかなわなかった10。優れた効果が生まれそうな見込みのあ
る油彩の粗描きをいくつもしたものの、辛抱強く完成させることができなかったのである。
　ポルミー侯爵 11が、大使としてヴェネツィアに赴いた時に、美術家を一人連れて行きたいと望んだ。侯爵
は、王立アカデミーの教授ドワイアン12から息子のシャルダンを推されて、承諾した。息子は、ポルミー氏
の大使の任務に終始随行したものの、一緒には帰国せずにヴェネツィアに滞在し、そのわずか数年後に運
河に落ちて溺死してしまったという13。
　父親のシャルダン氏のほうに話を戻そう。大いに心を砕いてきたことに、彼は晩年に満足感を覚えた。
40年以上にわたって、サロンへの作品の出展を決しておろそかにしたことがなく、これほど長い期間、才
能を持続させた老画家など見たこともない14。最晩年の作品には、いまだに若さあふれる情熱のすべてが
表れている。1779年のサロンでは、他の作品とともに、
パステルで描いた少年の頭部の作品を展示した（ fig. 

1）15。フランス王室のマダム・アデライードは、この作品
の力強さと真実味に心を打たれた16。そして、この作品
を所望して価格を問い合わせさせた。シャルダン氏は、
作品に値段を付けようとはせずに、マダム・アデライード
が自分のような老齢の画家を厚遇しようとなさった名誉
だけで十分すぎるほど嬉しく、自分にはその好意こそが
すべてに勝るものだとはっきり伝えた。マダムは、大変
美しいかぎ煙草入れを贈ることにし、シャルダン氏の心
は感謝であふれんばかりであった。
　彼は、久しく結石に悩まされていたが、完全には形成
されずに、小さな剥片となって消えた。他の病がそこに
いくつも加わった。その頃には脚が腫れて、ついには肺
にできた水腫症が重くなったために、1779年12月6日
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に80歳で永眠した。
　シャルダン氏は、小柄だが筋骨たくましい人物だった。才気があり、そして何より確固たる良識とすばら
しい判断力を備えていた。色彩の魔術や、光の効果を生じさせる様々な要因といった、言葉で説明するの
が最も難しい技法の分野においてさえ、自分の考えを人に伝えることのできる独特の表現力を持っていた。
鋭敏で思いがけないような当意即妙の受け答えをすることしきりであった。ある日、一人の画家が、色彩の
純度を高めて完璧なものにする技法を、ひどくひけらかしたことがあった。シャルダン氏は、無味乾燥で入
念な仕上げをする能力しかこの男に認めていなかったが、その無駄なおしゃべりにいらだって言った。「で
は、絵具で描くものだと誰が教えたのかね！」大変驚いたその画家が、すぐさま応酬した。「それでは、何
で描くと言うのです。」シャルダン氏は答えた。「確かに絵具は使う。だが、感情で描くのだよ」。その場にい
た人々は、その画家のことを傲慢だと言った。彼はいたたまれなくなって言った、「まったく気づきもしなかっ
た。そんな並はずれたものを見たことがなかった」と。シャルダン氏は、極めて思いやりにあふれた人物
であった。かけられた情けに対して感謝するのと同じだけ、いさかいに遭遇してしまった時には心を痛めた。
こうした気質ゆえに、他人のせいで被ったいくつかの不愉快な出来事を気にするあまりにひどく関わり過ぎ
て、余生がいくらかかき乱されてしまった17。
　王立アカデミーの美術家たちばかりでなく、さらに学生たちまでもシャルダン氏の死を惜しんだ。という
のも、彼は、学生らを愛情深く迎え入れ、何よりも役に立つような助言を喜んで与えたものだった18。立派
な人物であり偉大な美術家として、後世も人々の記憶に残り続ける。

［解題］

本稿は、これまでに3回にわたって翻訳・解題を行ってきたコシャンによるシャルダンの評伝の、最終部分
である。風俗画で成功を収めて国内外の高貴な顧客にも恵まれるようになり、また王立アカデミーでの役
職や住居も得たシャルダンであったが、老年には健康を害し、また亡き妻との間に生まれた息子ジャン・ピ
エールの死という不幸にも見舞われた。美術家にして理論家でもあったコシャンは、ジャン・ピエールの画家
としての長所と短所、そして才能の乏しさを冷徹に判断し考察するとともに、この不肖の息子の性格の弱さ、
それに目をつぶってしまう父親の複雑な心情にまでも分け入るようにして記述をしている。執筆年から近い
過去の出来事であることと相まって、シャルダンとの近しい間柄を、これまでよりもなおいっそう強く感じさ
せるものとなっている。また、静物画と風俗画という下位の画題で革新的と言ってよいほど大きな成功を収
めたにもかかわらず、シャルダンは息子には同じ分野を選ばせずに、自分が果たせなかった正統的な物語
画家への進路を歩ませたことは目を引く。おそらくは当時のアカデミーでの地位に起因したであろう便宜を
はかってまで、その成功を後押ししたほどであった。ポルミー侯爵は、1767年9月（ジャン・ピエールのヴェ
ネツィア行きと同年）に、有力な美術愛好家を対象とした王立アカデミーの自由会員になるところであった。
その侯爵に早速ジャン・ピエールを紹介したこともまた、有力なパトロネージをいち早く得させようとする親心
を彷彿とさせる。当時、若い美術家の育成や支援が自由会員の愛好家たちに推奨されていたことも考慮す
ればなおさらである。
　さて、シャルダンについて言えば、晩年に病を得たことがきっかけとなって、パステル肖像画を手がける
ようになった。現在、亡失した作品も含めると、11タイトルのパステルによる人物肖像の作品が知られてい
る19。数こそ少ないものの、これらのパステル画は現在も評価が高いとは言え、コシャンに言わせるならば、
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物語画家の力量さえも彷彿とさせるほどのものだという。さらには、いささか唐突にもカラヴァッジョの名を
挙げたことは、現代の眼から見るならば、やや特異にも映る評価であろう。なぜコシャンは、彼の画歴の
中では決して多いとは言えないパステル画を詳しく語り、カラヴァッジョを引き合いに出したのだろうか。そ
して、なぜ円熟した名作が揃う後期の静物画制作には触れなかったのだろうか。
　これまで見てきたように、シャルダンが伝統的なジャンルのヒエラルキーからすれば低い画題の専門画家
であったにもかかわらず、格上げをするかのように高い評価がなされていることは、本評伝の全編にわたる
特徴であった。例えば、次のような箇所にも顕著に表れる。シャルダンは、「物語画のジャンルの特徴であ
る偉大な感覚、熱を帯びた活気、闊達な手法を持って」20おり、また「カラヴァッジョが扱ったのと同じ角
度から物語画を検討していたならば、見事に成功を収めたであろうことは否定できない」21のであり、風俗
画作品について言えば、「人物像に気高い選択をすることによって高尚なものとなった」22と言う。コシャンが
活躍し始めた1750年頃以降の美術界に目を転じるならば、ロココ美術批判や物語画復興の気運、やがて
新古典主義へと向かう大きな変化のただ中にあった。コシャン自身は、ロココ美術を愛好したポンパドゥー
ル夫人の弟のマリニー侯の庇護下にあったこと、そして批評家たちの批判から、美術家たちと作品を擁護
し守ろうとする立場にあったことから、ロココ絵画を直接批判することはなかった 23。その一方、建築・工芸
に対しては、ロココ様式（特にロカイユ装飾）をやめて直線的な造形を基本に据えた古典主義的様式へ回
帰して、自然模倣を見直すよう強く主張したのであった 24。しかしまた、単なる古典主義の信奉者あるいは
伝統主義者ではなかった 25。ヘルクラネウムの壁画よりも同時代のフランス絵画のほうを評価し、ラファエ
ロを模倣しすぎることには警鐘を鳴らすなど、当時としては大胆な考えを表明した。そして、各 の々画家の個
性に応じた手法（manière）を発展させることを重視し、写実表現を奨励し、シャルダンのような低いジャンルの
作品にも一定の価値を認めていった 26。名高いサロン評を執筆したドニ・ディドロとも交流があり、作品制作
を実践する立場から少なからぬ助言をしたこともまた明らかにされている27。確かに、両者の論には、自然
模倣の尊重、古典主義偏重への批判、また必ずしも画題の位階に絶対的な価値を置かないといった考え
においては共通性が認められよう。
　コシャンは、このような自然模倣の文脈の中で、当時としては珍しく、カラヴァッジョを積極的に評価し
たのであり、若い世代の画家たちに影響も及ぼしていった 28。シャルダン作品の評価、そして当然ながら本
評伝にもまた、コシャンの自然模倣をめぐる考え、ひいては18世紀後半期の美術論ならびに作品評価の傾
向が反映されている。
　しかしまた、逆説的ではあるが、本評伝の随所にみられる、下位の画題の格上げを熱心に図るような論
調、あるいは、シャルダンがもしも「物語画家であったならば」と何度も繰り返してあきらめきれないかのよ
うに仮想したこと、そしてパステルによる肖像画に紙幅を割いた点にも、かえってヒエラルキーに対する強い
意識が表れてはいないだろうか。静物画について言えば、王立アカデミーでの異例のデビューや修業時代
を彩った初期の静物画作品を別とすれば、50歳代以降の後期静物画の名作の数々には触れていない点も、
想像の域を出ないとは言え、生命なき事物ではなく人物像を重視するコシャンの思いを象徴しているかも知
れない 29。
　コシャンはまた、その画業とともにシャルダンの人柄に対しても一貫して好意的な評価を下した。近しい
交友関係ゆえに詳細かつ豊かな内容となっていることが大きな特徴であるが、それゆえに内容を慎重に検
討する必要もまた浮かび上がるのではないだろうか。研究史においては、そうした再検討の試みは少ないも
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のの、批判的な分析を加えた研究者もいる。ウィルデンスタインは、コシャンが必ずしも逸話を公平に取り
上げず、特に人となりについて言えば、ある限られた側面からのみ語った可能性を指摘した 30。本評伝の
前置きの部分の書簡を参照し、当初は原稿に含まれていたはずの逸話が削除されていたことに着目したの
である31。それは、ピエール・クロザの邸を訪ねたシャルダンが、面会を断られたことに立腹し、同家の使
用人を階段から突き落としたエピソードであった。これは確かに、コシャンが終始強調してきたシャルダン
の穏健な性格とは相容れない。善良な人物としての画家のイメージを損なうことがないように、コシャンが
内容を取捨選択して評伝を執筆したとウィルデンスタインは結論づけている。その理由として、故人に対す
る旧くからの友情、そしてルーアン美術アカデミーでその功績を読み上げて称えるという評伝の公的な機能
を挙げている32。
　また、芸術家伝説とのつながりも分析されてきた。前号までの箇所にあるとおり、コシャンのテキストで
は、修業時代から美術界にデビューするまでの経緯にとりわけ多くの記述が割かれ、王立アカデミーの会
員たちに才能を発見されたとする複数の逸話が、丁寧に語られた。この点にかんしてクロウは、古代から
連綿と繰り返されてきた芸術家伝説にアナロジーを見出せることを指摘している33。例えば、青年画家展
を訪れて通りがかったヴァン・ローに作品を見出されたことは、ジョットの才能を発見したチマブーエの話に、
あるいはラルジリエールやカーズに対してシャルダンが仕掛けた策は、物陰に隠れたアペレスが自作への評
価に耳をそばだてた逸話に類似している34。
　コシャンが執筆したのは、シャルダンの修業時代からはるか60年ほども経た後の1780年のことであった。
加えて、16歳も若いため、青年時代を直接に見聞した可能性はほとんどない。このことは、しばしば看過
されがちな重要な点であろう。つまり、若い時期の制作について自然模倣ぶりを強調して評価した記述に
は、コシャン自身の実経験というよりもむしろ、18世紀後半期の美術論ならびにこの時期のコシャンの考え
方も少なからず反映されているだろう。既述のとおり、シャルダンに物語画家に匹敵するほどの才能を認め、
遅筆ぶりこそはまさに色彩や光の表現をめぐる深い熟考と自己に対する厳しさを示すものとみなすことを通
じて、自然のみを師として独特の技法を編み出した神秘的な芸術家像を描き出したのである。
　これまでの解題の中でも考察してきたとおり、この画家にかんするもう一つの重要な評伝を執筆したピ
エール＝ジャン・マリエットは、シャルダンとコシャンを含む美術家の交友グループに属しておらず、シャルダンと
も個人的な友人ではなかった。伝統的なイタリア美術を尊重し、素描の目利きであり愛好家としても名高い
マリエットは、正統的な物語画を擁護した。その評伝は、1749年に執筆されたため、対象となった時期は
画業中期の風俗画制作期までで、1750年代以降の半生のことは触れられないまま、素描を制作しない手
法に対する否定的な評価で結ばれた。
　コシャンによるシャルダンの評伝は、マリエットのものとは対照的に、晩年までを網羅した内容で、旧くか
らの親しい友情とコシャン自身の絵画論とが、あらゆる点で色濃く反映されていた。近しい関係にあったか
らこそ、親密な逸話の紹介やその場に居合わせたかのような人物たちの細やかな感情を伝えることに成功し
ている。その一方で、公的な場で功績を称えるというこの評伝の当初の目的とも相まって、選択的ないし強
調された内容となった傾向もまた否定できない。この詳細で好意的かつ半ば神話化された内容をも含む評
伝は、やがて19世紀半ばになって、アンシャン・レジームを懐古する機運の中で執筆されたゴンクール兄弟
によるシャルダン研究にまで影響を及ぼすことになる。この評伝は、単に画家と近しく接した人物による貴
重な証言に留まるものではない。ここに伝えられ描き出されたシャルダン像には、18世紀後半のフランスの
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美術界の中枢に身を置いた、一人の優れた批評家・理論家の美的判断力と思考さえも読み取ることができる
のである。

* 付記：本稿は、2018–2020年度科学研究費補助金（基盤研究（C））による研究課題「作品制作をする美術愛好家―18世紀フラ
ンスを中心とした美術家の戦略と趣味の変容」（課題番号18K00173）による研究成果の一部です。また、調査に際して、日本大
学芸術学部図書館のご厚誼を得ました。ここに記して謝意を表します。
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